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1.　繊維 塊の圧 縮，圧 縮弾性 を定 量的 に測定すること

は繊維 の形状不安 定も加 わって，極 めて難 かしい。 すで

に当学会，繊維学 会におい て，繊維 の配列方 向が平 行，

無方向な両場合 につい て，試作し た装 置を用い て， 各種

繊維 の外圧一空隙率線図，外圧一体積 歪線図 を求 め， 発

表してき た。本報では，各種繊 維の加減圧 を繰 り返 えす

ことに より起こ る履歴現象を解明 すると共 に，改良し た

装 置の検定を試 みんとするものであ る。

2.   Compressor と圧力計 の間に圧力調 整器 を付け，

Compressor か らの圧力 を調整器で0  kg/cm^ ま で 落と

し，徐々に圧力計 へ送 り込 むようにし た。加減圧 による

繰 り返えしは,   0～5kg/cm2 の圧力範 囲で行 なっ た。試

料は1.5D. ～20D. の 範 囲 で,   Nylon, Viscose, Rayon,

Pylen, Urylon,  Tetolon,  Beslon 及びAlon の計20 種

を用いた。５回に わ た る繰 り返え し 回数別,  denier 別

及び同一denier  （3  D.使用）時 の 繊維別 の 外圧一空隙

率線図を求 めた。

3.　圧力調整器を備え たた め，加減圧時に正確 を期 す

ことができ た。回を重ね る に従っ て，圧縮さ れ易 く な

る。 denier の大 なるものほど，圧縮 吐が よ い。腰 のあ

る繊維ほど，高い圧力時 より回復に向 う･。完全に減圧し

てから静止まで（水銀球 の移動）の回復性に関して，繰

り返えしの影響が少ない のは，繊維が圧縮に対して，相

当強い 抵抗性を示すと共 に，回復に際じて十分な時間 さ

え与えれば，障害 の少ないことを示してい る。理論的限

界空隙率と併考するとき，繊維は容易に全面接触 の状態

にはならぬことを示し ている。 以上の結果は矛盾す ると

ころなく，改良し た本装置の合理性を検定し たも のであ

る


